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臨床哲学のメチエ

　ぐずぐずしているうちに３シーズンが

あっという間に去ってしまいました。「春夏

秋号」というカッコワルイ号ですが、『メチ

エ』最新号をお届けします。法人化をめぐっ

て今、国立大学は大激震を予感し、阪大文学

研究科も日々忙しさが加速してまいりまし

た。そんななか臨床哲学研究室は鷲田・中

岡・本間を中心に「臨床コミュニケーショ

ン」（16頁参照）プロジェクトにウッカリ手

をつけてしまい、それに追われる毎日です。

臨床哲学は幅広く哲学の問題を考える場所

ですが、この「臨床コミュニケーション」プ

ロジェクトは理論研究ではなく、社会のな

かで具体的に機能し得るもの作っていかね

ばなりません。このところ海外製「対話」商

品の輸入

ばかりし

ていて、こ

れではい

か ん と

思ってい

た私ですが、これまでの対話関連の仕事を

まとめ、本当に臨床に根ざしたコミュニ

ケーションを考えるよい機会だと感じてい

ます。（本間）

　臨床哲学で３年間ホスピスに関わって得

てきたものを、福井高校や看護学校で伝え

ることが出来るようになり､うれしく思って

います。しかし、哲学の学会に参加して、勉

強不足を感じています。哲学研究や応用倫

理学との関連で、臨床哲学とは？と改めて

思ったりします。臨床哲学のプロジェクト

も多く､また大きくなってきますが､入り込

むだけでなく､外にも立って、自分たちの活

動を見ていけたらと思います。（会沢）

　勘違いで訪れたコモンズ前日、應典院は

園児の会か少し早い七五三かと思われるほ

ど中も外も、子どもや親御さんでごったが

えす。２階ロビーで腰掛けていた父親らし

きひとりは、テンオウイン、テンオウイン、

と携帯電話で必死に繰り返している。コモ

ンズフェスタに参加して３年目、始まりの

頃を思い返すに、ケイテンイン、と研究室の

誰かに教わった記憶がなくもない。オウテ

ンイン、と、ここでそっとつぶやいておけ

ば、この編集後記も後生の為の備忘録ぐら

いにはなるだろうか。

さて、今年のコモンズフェスタは「対話の

レッスン」という大きなテーマが掲げられ

ていた。今回の哲学カフェは進行役が私、

テーマは「現代において、何かを信じるとは

どういうことか？」。そのテーマの大きさと

抽象度のためにすぐさま参加者が具体的経

験へと立ち返り言葉にする作業に至るには

難しかったが、「信じる」ということが宗教

よりも、科

学に基づ

く知の根

幹にも存

在する営

みとして

捉えられたことには正直驚いた。もう一つ、

聴覚障害をお持ちの参加者からノートテイ

カーをつけてほしいという要望が事前にあ

り、まがりなりにも一応これに答えること

ができた。その準備段階及び終了後に直接

本人から及びノートテイカーから聞いた意

見に多くを学ぶことができたのだが、反省

点も課題も多い。人材の確保も含めて今後

も考えていきたい。（桑原）

　福井高校は茨木市西福井が所在地なので

福井高校なわけです。福井県とはなんの関

係もありません。阪大最寄り駅の阪急石橋

からバスで４０分＋徒歩１０分の通学時間

がかかります。ここ数年大学のそばに生息

しつづけている私にとって、この時間は

けっこう負担になっています。しかも、高校

には冷房がないため夏は暑くてたいへんで

した。阪大のろくでもないキャンパスが快

適に思える今日この頃です。（三浦）




